
 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 
 

                         そんなあなたに！ 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「思考し、表現する力」を高める実践モデルプログラム 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

千葉県教育委員会では、「ちばっ子『学力向上』総合プラン」（学びの未来づくりダブル・

アクション＋ＯＮＥ）において、児童生徒の学力向上を目指し、Ａｃｔｉｏｎ２では「主体的・対話的

で深い学び」の実現に向けた授業実践力の向上を推進しています。 
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文責 学力向上班 

実践モデル 

プログラムって

何ですか？ 

千葉県教育委員会が作成した授業づくり

の一つのモデルです。 

主体的・対話的で深い学びを実現し、児童

生徒が、思考し、表現する力を高めることを目

指します！ 

子どもたちの学力を高め

るためには、どんな授業をす

ればいいのかな。 

なんだか授業が

うまくいっていない

気がする…。 

もっと子どもたちが

主体的に考える授業

がしたい！ 

 単元計画や１単位時間の授業計画の中に、意図的・計画的に

「見いだす」 「自分で取り組む」 

「広げ深める」 「まとめあげる」 

の４つの過程を位置づけ、授業づくりをすることが大切です。 実践モデルプログラム 

一括ダウンロード 



 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

「授業改善のためのセルフチェックシート」は、先生方が授業を振り返り、

自らの課題を意識することができるよう、実践モデルプログラムに基づいて、南房総教育事

務所が独自に作成したものです。 

 
「目標・課題」の明確化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
「まとめ・振り返り」の実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さっそく授業改善を 

進めたいけれど… 

まずは何から始めた

らいいのかな。 

そうですね。ぜひ、次の２点は大切

にしてもらいたいです。 

① 「目標・課題」の明確化 

② 「まとめ・振り返り」の実施 

セルフチェックシートを、活用してみ

ましょう！ 

 

 

 

授業を計画する際に、まず考えたいのは、

「どんな活動をするのか」ではなく、児童生徒

に「どんな資質・能力を身に付けさせたいの

か」ということです。「どんな活動をするの

か」は、資質・能力を身に付けさせるための手

段です。学習後に、どんなことができるように

なってほしいのか、児童生徒のゴールの姿を

想定して、目標・課題を明確化することが大切

です。 

 

 

学習活動を行った後は、児童生徒が自分の

学習状況を理解することが大切です。まと

め・振り返りを確実に実施しましょう。本時の

学習で、何が分かり、できるようになったの

か、目標は達成できたか、課題は解決できた

か、次の学習につなげることができるかな

ど、自分の学習を振り返らせます。そのための

時間を確保し、児童生徒自身のことばでまと

めさせることに留意しましょう。 

また、児童生徒のまとめ・振り返りを活用し

て、自身の指導を振り返り、改善点を見いだ

し、次時の指導へとつなげましょう。 

管内小中学校において実施した「令和５年度教育活動等に関するアンケート」の結果、昨年度

の「セルフチェックシート」の活用率は小学校で９１．７％、中学校で９６．７％でした。 

 今年度も、主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善のために、「セルフチェックシー

ト」R4～をご活用ください。 

セルフチェックシート

のダウンロートはこちら

から！ 

実践モデルプログラム、セルフ

チェックシートを活用して、授業改

善に取り組んでみます！ 


